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I はじめに

ピューリタニズムがアメリカ文化に及lました

影響は~HIJ り知れないものがある。道徳、宗教、

ビジネスの精神、政治間体、教育、文学などア

メリカ文化の多くの分野は、ビューリタニズム

(Puritanism）に触れずして論じことはできな

い。しかし、今日ピューリタニズム独自の遺産

を明確に識別することはむずかしい。何故なら

アメリカ文化は多様な要素で形成されてきたか

らである。それにもかかわらず、アメリカ人は

ピューリタンの伝統を強く意識し、それにさま

ざまに反応してきた。

アメリカの歴史はピューリタン一派に属する

ピ1）グリム・ファーザー（PilgrimFathers）から

始まるといわれている。彼等はどのような歴史

的背景の中で、またどのような動機でイギリス

からアメリカにやって来たのであろうか。また、

ピューリタンの代表的植民地であるプリマス楠

民地と、マサチューセッツ湾植民地はどのよう

に形成され、それらはアメリカ歴史の中でどの

ような役割jを果たし、その歴史的実験は現在で

はどの様な評価を受けているのであろうか。そ

の流れを考察したい。

＊ 本学教授

II イギリスのビューリタニズム

イギリスのピューリタニズはもちろんマルチ

ンルター（M創tinLuther, 1483-1546）、ジョンカ

ルヴィン (JohnCalvin, 1509-1564）の宗教改革に

より触発されたものである。特にイギリスにお

いてはカルヴィンの影響を受けた学者、宗教関

係者のアングリカンに対する批判として始まっ

た一障のキリスト教原理運動である。教会が国

家権力と一体になりキリスト教の解釈ならびに

儀式のやり方を独占することを厳しく批判する

ことから始まった。 1517.1'.f.ルターの宗教改革か

ら17年後、へンリー（Hemγ）8 l註は自分の離婚

問題を解決するために1534年ヴァチカンからア

ングリカンを独立させることにした。したがっ

てアングリカンは、プロテスタントではあるが、

カトリックの教会の運営とキリスト教に閲する

免干草r~をそのまま受けt錐いでいる。アングリカン

の教会の中身は、すなわち教会の組織、運営は

きわめてカトリック的である。医l王の教会を利

用して人民を統治しようとする意図はまったく

変わっていなかった。したがって宗教改革の運

動の高まりのために教会の保守性が批判の的に

なったのもきわめて当然であった。その批判は

英国の近代化の動きとあいまって西欧世界に大

きなうねりを形成することになった。イギリス

の宗教の変革を求める運動は、エリザベス l世

時代から始まり、 1649年の王制転覆に続きクロ
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ムウエル（OliverCromwell, 1599・1658）の消教

徒共和国成立で頂点に達した。その後ピューリ

タン革命の行き過ぎもあってイギリスは再び王

制に戻ることになる。この時点で一時的にせよ

ピューリタンの目的が達成されたのである。 17

世紀の中葉に何故これが可能になったのであろ

うか。その運動のうねりはどのように形成され

たのであろうか。そのij::iで重要な役割jを果たし

た人々を二、三取り上げ、彼等のアングリカン

にたいする批判について概観したい。

1517年にルターが宗教改革運動を起こして以

米しばらく時が経過していたが、ケンブリッジ

大学の若い神学者の中にカートライト（Thomas

Cartwright, 1535-1603）がいた。彼はアングリカ

ンの中にあるカトリック的遺風を鋭く批判し

た。彼は、アングリカンが持つ古い体質のみな

らず、加えてヱリザベス 1肢がカンタベ一大主

教にたして国民的礼拝様式の統一を命令したこ

とを批判した。女王が型職者にカトリック的な

祭服着用を強制したことも批判のまとになっ

た。その運動の先頭にたったのがケンブリッジ

大学で教鞭をとっていたカートライトであっ

た。当然のことながら彼には多くの若い学生が

従うことになった。彼の影響でケンブリッジの

トリニティカレッジはピューリタニズムの牙城

となり、公然と国家権力に反旗を翻した。これ

は国王にとりきわめて憂慮、すべき事態であっ

た。一方カートライトはケンブリッジの神学教

授の座につき大学内での地位を確立することに

なったが、結局はかつての間僚ウイットギフト

(John Whitgift,1530-1604）から告発され、大学

から追放された。カートライトは大学から追放

後ヨーロッパ各地を旅した後イギ 1）スに帰国

し、プレスピターリアンの地下運動にかかわり

逮捕され、皮肉なことにかつての河僚でカンタ

ベリ一大主教となったウイットギフトから尋問

されることになった。アングリカンニズムは体

制の思想である一方ピューリタニズムは反体制

の思想、である。それi伎にピューリタンは弾圧さ

れたのである。

アングリカニズムは、カトリシズムの持つ普

遍主義に対して、ナショナリズムと結びついて

いた。換言するなら、イギリスの土着性と結び

ついたキリスト教である。従ってアングリカニ

ズムは、ナショナリズム、国王絶対主義、受動

的服従の倫理の 3つの特色を持っていた。少な

くとも初期の段階のどューリタニズムはインテ

リとか大学人、一部の商人の運動でめった。ピ

ューリタニズムがヱリザベス lLttの時代のイギ

リスに浸透しなかった理由は、当時イギリスは

スペインと厳しく対決をしており、エリザベス

火ー王を戴き国が一丸となり敵にあたらなければ

ならない国際情勢が背景にあった。当時イギリ

スは、間人の信ffjlの白山に寛大になれような政

治状況におかれていなかった。

ピューリタニズムは17世紀の初頭にあっては

ヱミグレ（emigr己）の思怨、すなわち外来の思想

であり、イギリス本来の土着の思想には馴染ま

なかった。人間は定住的でなく、旅にでる。こ

れは、パニヤン (JohnBunyan, 1628-88）の「天

路歴寝（ThePilgrim’s Progress）の中に出てくる

考えである。カートライトは地位とか名誉を捨

ててまさしく方択に出たのである。

アングリカニズムは、イギリスにおける宗教

改革を求める嵐のあと定住化に向かうのであ

る。アングリカニズムをてこに国内の強化をは

かろうとしたエリザベス l世の支配のもとでピ

ューリタンはどのように反応したのであろう

か。彼らには 3つの選択肢があった。第一は、

地下運動であり、第二はエミグレとなり国外に

出ることとであり、第三は、革命である。第一

の地下運動は、アングリカンのメンバーのゆに
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プレスビターリアン（長老派教会）をつくってい

く方法である。カートライトはこの指導者にな

った。しかし、これのために厳しい弾圧を受け

ることになった。 1593年の反ピューリタン勅令

によりピコーリタンの運動は息の根を止められ

てしまった。第二の国外脱出であるが、国内で

の改革が絶望的であると ！•$ じられられた時彼等

はエミグレになり国外に脱出したのである。そ

の劇的な例がメイフラワ一号（Mayflower）によ

るピリグリム・ファーザーの国外への脱出であ

る。その後も 1630if.にピューリタンのマサチュ

ーセッツへの大移住が起こっている。第 3の方

法は革命である。エリザベス朝時代には不可能

であった革命が、彼女の死後40年してクロムウ

エルのピューリタン革命で実現したのである。

ここにカートライトの醇二想が短時間のflfjで、あっ

たが実mすることになった。

1603年にエリザベス女王が死んだ。彼女には

子fJ~がなかったのでスコットランドのスチュア

ート家からプレスビターリアンのもとで育てら

れたジェームス (James)1世がイギリスの王位

を継承することになった。これを機会にピュー

リタンに希望が湧いてきたのである。 1603年彼

がイングランドに向かう途中でピューリタンか

ら「千人請願」（MillenaryPetition）を受け取る

ことになるのである。この討j願にはピューリタ

ンの主張（教会での礼拝様式、聖職者問題、教

会規律などについて矯正されるべき点）が要約

されていた。新国王はこの請願に受けて1604年

のハンプトン・コート会談（HamptonCourt 

Conference）で、アングリカン俊ljとピューリタン

側のそれぞれの言い分を聴くことになった。両

派の王にたL寸『る働きかけは激しいものがあっ

た。結局国王はピューリタンの誌頼を却下し、

ピューリタンは再び挫折を味わった。しかし、

この運動に関与したケンブリジの指導者のなか

ら新世界で、活躍する指導者が輩出した。 New

Englandの指導者になったマサチューセッツ湾

楠民地の指導的牧師ジョン・コットン (John

Cotton）、コネッチカットを定リえ空したトーマ

ス・フーカー(ThomasHooker）、ノ、ーヴァード

大学を創立したジョン・ハーヴァード (John

Hanrard）などである。

m プリマス植民地（PlymouthColony）の建設

ピリグリム・ファーザーと呼ばれるグループ

はイギリス中部ノテッンガムシャイヤにあるの

スクルービ（Scrooby）という小さい村の信者た

ちであった。 1608年春アングリカンの伴圧のた

めに信仰の自由を求めてオランダへ脱出した。

ピリグリムの新世界への脱出はそれから約10年

後のことであった。その ~ti核になったのはこの

スクルービの信者たちであった。このグループ

の指導者の牧師、ジョン E ロビンソン (John

Robinson）はケンブリッジで教えを受けた人で

あった。ロビンソンは1575年に生まれ、 1592

iJ＇..にケンブリッジでノ fーキンス（William

Perkins）の説教を聴き熱心なピューリタンにな

ったが、ハンプトンコート会談後のピューリタ

ンの弾圧でアングリカンから追放された。ロビ

ンソンはスクルービのピューリタンに迎えられ

た。スクルビーの集まりには中心的人物がいた。

それはスクルービの郵便便局長のウィリアム・

ブルースター（WilliamBrewster）と彼の友人の

ウィリアム・ブッラドフォード（William

Bradford）であったο この二人はメイフラワ一

号で新世界に行くのである。個人的脱出と遣い

集団的脱出は困難である。明確な自覚と強固な

団結がないと成功しない。人々を団結させたの

はピューリタンの信仰だった。しかし、この集

会にも弾庄の手が伸びた。そこで人々は故郷を

捨て、信仰の自由を求めてオランダへと脱出し
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た。当時オランダはプロテスタンニズムに基づ

く信仰の自由を保障する政策を取っていた。オ

ランダは当時ヨーロッパ各地の信仰の岳山を求

める人々には恰好の避難地となっていた。ピリ

グリムたちは約 1年間アムステルダムに住んだ

後ライデンに移住した。そこで、織物工、大工

や石工、鍛冶工などの職業に従事した。しかし、

彼等はオランダに永住すると子供たちがイギリ

ス人としてのアイデンティティを失うのでない

かと心配して集団で、ニューイングランドへの移

住を企てることになった。

まずブルースター、ブラドフォードのような

主として壮健な人々が先に行くことになった。

牧師のロビンソンは残留し、 5年後ライデンで

1625年に死んだ。しかし、彼の妹は先発隊に参

加し、初代プリマス植民地総督のカーヴァー

(John Carver）と表となった。

彼等は準備のために一度イギリスに立ち寄っ

た。このころイギリスではピューリタンに対す

る政策も幾分続和されており、彼等は大西洋を

横断し新世界に移住する正式な許可をもらうこ

とができた。彼等はメイフラワ一号、スピーウ

ェドウェル号の 2隻に分かれて渡航するはずで

あったが、スピードウェル号が途中故障したた

めにメイフラワ一号一隻での出発となった。 1620

年9月にイギリスのサザンプトン（Southampton)

渇から出航し、 11月上旬にプリマス（Plymouth)

湾に到着したが、適当な上陸地点、が見つからず

上臨までに 1ヶ月を要した。

同乗者は104名で、全部がピューリタンでは

なかった。ピューリタンはセイント saintsと呼

ばれ、は男子17、女子10名、子供14名計41名

であった。それ以外の人はstrangersと呼ばれ

た。その中でスクルービ出身者は最初の脱出か

ら10年あまり経過していたこともあり、ごく小

数であったが、この集団の中核となったプルス
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タ一、ブラドフォードらはスクルビーのコング

リレリゲーションが持っていたの信仰を守＝り続

けた人々であった。

彼等の指導者ウィリアム・ブルースターは出

発自立にサー・エドヮーズ・サンズに関係をつけ

北ヴァージニアおける「特殊開拓地」特許状を

入手し、ハドソン川の河口近くに行き、そこに

交易憾民地と漁業基地を建設するつもりであっ

た。彼等は、精神的には強靭な人々であったが

貧しかったので、渡航費用、準備のためのお金

をロンドンの高利貸しのグループから借りなけ

ればならなかった。実際のところピリグリムた

ちは 7年間借金返済のためまるで奴隷のように

働いた。

メイフラワ一号の船上でブルースター

(Brewster）、ブラッドフォード（Bradford）、ウ

ィンスロー（Winslow）、スタンディッシュ

(Standish）などの有力な指導者は「メイフラワ

ー契約Ylを書き、それに署名をした。これに

41名の成年男子.lが署名をした。これにより

彼等は政治団体を結成し、彼等が設立する政府

の定める「正当で、公平な法律」に「当然の服

従と店、）I慎」を繋った。この契約はヴァージニア

の植民地の上司合と同様に当時のイギ IJス人が驚

くほどの自治能力を持っていたことと法の支配

の下に生活をしようと決意をしたことを示して

いるのである。

ピリグリムたちはケープコッド（CapeCod) 

を調査した結果、生活に適したところでないと

考え、対岸のプリマスに12月16日に到着した。

ピリグリムたちが上陸し、粗末な小屋を建て、

住むようになると病気が次々と襲L、102人の移

民うち、厳しい冬を生き残ったのはわずか50名

であった。しかし、春が来てメイフラワ一号が

4月5日にイギリスに向けて出港した時誰ひと

りとして乗船するものはいなかった。親切なイ



ンディアンからとうもろこしの栽結を教えても

らい、えびゃ二枚貝などを懲りどうにか飢えを

しのぐこができた。秋にはインディアンを招い

て感謝祭を祝うこともできた。

ブッラドフォードは第 代の総督が死んだの

で、第二代の総留に選ばれた。彼は、プリマス

植民地が設立されてから 10年後に「フ。リマス植

民地の歴史J(HistorγOf Plymouth Plantation) 

を著した。この柚民地では毎年総替とその補佐

を選挙で選んだ。またヴァージニアの移民はほ

とんど死滅したニュースを開き、彼等は大変緊

張しプリマスの港を見 fろすIiに贈を築き、周

辺の友好的でないインディアンを警戒した。彼

等は、とうもろこしを栽絡し、とうもろこしと

ビ－；｛ーのも皮をインディアンと交換すること

で、ロンドンの高利貸しに借金を返済すること

ができた。当日寺ヨーロッノfではピーノtーハット

の人気が高く、この交易でピリグリムは大きな

利誌上げた。彼等はケープコッド運河とかコネ

チカットのハートフォードに交易所を設けイン

ディアンと交易をしビーバーの毛皮をロンドン

の商人に売り、利益を上げた。

N マサチューセッツ湾植民地

(Massachusetts Bay Colony）の設立と発展

1629'.f-9月にケンブッジ大学の卒業生が集ま

りマサチューセッツ湾会社の管理権と特許が現

地に委譲されるなら 7ヶ丹以内にニコーイング

ランドに移民するという悶意書に富一名した。そ

して法律家のジョンウィンスロップ (John

Winthrop, 1606-76）を総督に選任した。指導者の

中にはボストンの指導的牧師のジョンコットン

(John Cotton）もいた。多くの家族が土地と財

産を売り払い、 1630年の前半 6ヶ月のうちに、

15隻の船が1,000以上の成人男女と子供をイギ

リスからマサチューセッツへと運んだ。ロンド
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ンの主教がピューリタンに圧迫を加えたのでこ

の動きが加速された。 1634年までに約10,000人

がニューイングランドに入植した。これらの

人々は明確な使命感を持っていて、彼等の理惣

を実現できる社会を建設しようとした。彼等に

とりニューイングランドは新しい「カナンの地j

であった。この移民たちは本国を追われた牧師

たちの指導を仰ぎボストン周辺にいくつかの間

拓地をつくった。彼等にとり毛皮取引が重要と

なった。特に盛んであったコネチカット川流域

には、ウィリアムピンチョン（William

Pyncheon）が新しいスプリングフィールド

(Sp1泊 gfield）を建設した。 Cornwallの漁業中心

地からきたヒュウピーター（HughPeter）牧師は

マーブルヘッド（Marblehead）に新しい漁業団

体組織し、干し惜の市場を開拓した。干し鱈は

この植民地を支える重要な産業となった。マサ

チューセッツ湾植民地の他の主要産業は、家斎、

とうもろこし、その他の食料品で、これらをお

金と家財を持ってやって来る移民に売った。そ

の金で橋氏者たちは必要な物資をロンドンの商

人から購入した。しかし、この方式は、 1637年、

イギリスの内乱が発端になりピューリタンの移

民が 11~11ことなったためにピューリタンたちは他

に生計の手段を求めなければならなかった。ま

もなく彼等は西インド諸島との貿易で生計をた

てるようになった。ニューイングランドは干し

魚、 j品漬け牛肉と豚肉、野菜、家禽、馬などを

閤インド諸島に輸出してその金でイギリスから

の必要な物資の購入にあてた。また、それの物

資を運ぶための船舶にたいする需要が旺盛だっ

たために造船業が起こった。 1670年ごろ彼等は

西インド諸島の糖蜜を蒸留して、ラム酒をつく

り始めた、これがりんご酒と自家製のビールに

代わってこの植民地の酒類となった。西インド

諸島との貿易はニューイングランドの経済を支



える重要な柱ーとなった。これがなければマサチ

ューセッツ湾植民地の繁栄はなかったであろ

う。この植民地の特許はロンドンから現地のボ

ストンにうつされたために将来のアメリカ諸制

度に大きな影響を与一えることになった。植民地

は！｝1実上イギリス本土から独立して、王から任

命される総醤や裁判’自も、イギリスの守備隊や

派遣された役人も駐在せず、植民地をしばるも

のは何もなかたった。特許状に従い、植民地政

府がとった形態は、アメリカの政体の原型にな

った。自由人から構成される総会（議会）が招集

され、そこで毎年総昔、話lj総督、補佐役が選出

された。マッサチューセッツ湾植民地の政治形

態はそれから分岐した他の植民地およびそれよ

り古いプリマス植民地でも模倣されることにな

った。

ニューイングランドに移民したおは大部分rj1

産階級の農民、商人、職人たちで、なかには遺

産を残すほど財産を持っていたものもいた。ピ

ューリタンは肉体'1711請を恥としなかった。いか

に貧しくとも教会員であれば投票権があったの

で自営農民と労働者は、社会のrj1核を形成する

ことができた。この植民地に入植した人々はピ

リグリムほど宗教的にラデイカルでなく丁度ア

ングリカンと分離派（separatists）ピリグリムの

中間に位置していた。ピューリタンという名称

は彼等らにはふさわしいものであった。なぜな

ら、彼等の狙いはアングリカンを“purify”する

ことで、それを否認することでなかった。彼等

はアングリカンの腐敗、礼持儀式が極端に飾り

立てられていることを遺憾に思った。またj¥'l]職

が信仰心の薄い人物に売り波されたり、カトリ

ックほどでないにせよ、アングリカンの教会が

やたらと形式化していることを嘆いた。彼等は、

アメリカに渡り教会の清浄さと教会の権威を回

復しようと決意をしたのであった。
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この植民地の指導者ウィンスロップとはどん

な人であったのか。彼は、決して単細胞で、無

学で、賛美歌ばかり歌たっているような月並み

なピュリータンでなかった。彼はケンブリッジ

大学をtl｝て法律家として成功をおさめ議会に提

出する法案を起草する仕事にもたずさわったこ

とがあった。彼はll；闘を所有しn使いや小作人

を大勢かかえていた。政治的には保守的であり、

生まれながら貴族的人間であったが同時にアン

グリカンの腐敗を鎌悪し、妥協を許さないピュ

ーリタンであった。当時イギリスは繊維不況に

見舞われ民全体がひどい不足気に見舞われてい

た。こういう時期に彼は法律家としてのfi::ifrも

尖い、これら一連の惨禍を目のあたりにみて神

を失った王国に神が天罰を加えたと感じた。結

果的には彼は祈りと＇（i~ を愛した。ウィンスロッ

プの鋭敏な事業感覚によりこの陥民地は繁栄へ

とむかったのである。

v ビューリタニズムのアメリカン文化への賞

獄とその批判

プリマス柏民地 ピリグリムの新大陸への移

住への動機は経済的いうよりは、信仰の自社lを

求めて自主意思に基づきプリマスに集団でやっ

てきた。これは近代社会形成のうえで重要な；意

義を持つものである。プリマス梢民地は時間的

にヴァージニア植民地に若干の遅れをとったが

その歴史的意義においては輝かしい足跡を残し

たと言える。この植民地の形成はアメリカ民主

主義の第一歩である。しかし、プリマス植民地

の指導者は大学出の指導者もおらず植民地を組

織的に運営できる人がいなかった。 1667年ブッ

ラドフォードの死後は知的にも政治的にも優れ

た人材を欠き初期の民主的気風も次第に退化し

ていった。そして、ついに1691年マサチューセ

ッツ湾植民地に吸収された。そのためアメリカ



史への影響は、象徴的意味を除いて、 きわめて る社会制度の特色は、第一に教会員になるため

限定的といえる。 しかし、 そのことは、 プリマ に厳密な資格テストが要求されたことであっ

ス植民地建設の意義を否定する也のでないロ植 た。第二に自由民の資絡には教会員たることが

民地建設は自然の脅威にたいする苦r~~にくわえ 必要で、あった。自由民が投票権を持ち、彼等は

て、 ロンドン商人への負債の返済や国王の特許 議会で総督その他の政府の役人を選出する権利

状を持たぬことなど経済的、政治的にも不利な を持った。政治に参画できる自由民は教会員で

条件で、行われた。ブッラドフォードにしても聖 あり、自由民は全体の人口の約9分の lを占め

職者でなく、 ただの市民であった。 ピリグリム るにすぎなかった。彼等はいわば神に選らばれ

はこういった困難を克服し自分たちの信仰に忠 た選民であると考えた。この摘民地の体制は一

突な礼拝と、 それを中心とする生活がアメリカ 閣の神権政治、寡頭政治であった。 この植民地

の荒野において可能であることを立証したので の政治形態はちょうど中国共産党による政治と

ある。彼等はまさしく使徒を継承したのである。 よく似ている。政権を運営する唯一の政党は国

ピリグリムの試みは万人が使徒であるという宗 家の繁栄のために市場経済を導入しているが党

教改革の精神を体現したものであった。 員でない限り政治的発言権は与えられていない

のである。生活は市場経済で生き生きしている

マサチューセッツ涜楠民ftb, 前述のごとく、 が、 111民の同意；で支えられているわけではなか

この植民地に 1630年から 10年間のうち約 2万 った。上からの厳しい統制で秩序が維持された

人が移住してきた。 ウィンスロップの意図は明 のである。支配者は労働や礼拝をはじめ、棋楽、

白であった。彼等は商業的意図で作られた植民 ビジネス、文学から娯楽、道徳にいたるまで社

地会社の指導権を握り自分たちの日的達成の子 会のあらゆる機能を支配した。 この楠民地では

段とした。移民の主力はウィンスロップ同様に 「！日約型書」から抜粋された文言と指導者ウィ

自作農や職人であった。移民の動機は政治的、 ンスロップの思想を加味した訓戒によりt流lj;ljは

経済的、宗教的、家庭的などさまざな原悶が重 さらに厳絡になった。個人の行動を規制する安

なりあったものであった。 ウィンスロップは移 息、法のような法律（bluelaw）もあった。他人の

民の動機について自ら多くの原闘を挙げなが ものを盗んだり、みだらな歌を歌ったり、よぱ

ら、移住の目的は神の意思にかなう社会を建設 つらたりすればすぐに牢獄ゆきで、教会の近く

することにあると考えた。移住者は実際多様な で経口をたたいたりするだけでさらし台にかけ

グループであったが、彼等は圧倒的に中産階級 られることもあった。姦通は死罪だった。彼等

であり、多くの場合宗教的動機が人々を結び付 は聖なる町をつくりあげるためにそのようなこ

ける役割を架たしていた。 この楠民地は移住者 とをやってきたのである。彼等：は自分たちこそ

の宗教的意識と中産層的土地盤得への欲求の上 事11の御心にかなう生活をするために正しい提を

にに成り立っていた。 この植民地の指導者たち 守っているのだと信じた。その極端な例がセー

は、住民のかかる意識を神の国建設という方向 レムの魔女狩りであり、 ホーソンの描いた「緋

に導いた。 これを可能にしたのが契約による理 文字」の世界であった。そのために自分たちの

論であった。彼等にとり、植民地建設は、神と 考えと遣う人々に苛酷な態度をとることになっ

の契約の義務を来たすことであった。契約によ た。その結果この植民地の捉に従うことが難し
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いいと考える人々は宗教的寛容を求めて他の植

民地へ移っていった。

VI むすび

腐敗したアングリカンニズムの圧迫から逃

れ、ニューイングランドでピューリタンの理！想

郷を建設せんとする試みは1620年のピリグリム

によるプリマス植民地の建設、さらに10年遅れ

て始まった1630年代の会衆派によるマサチュー

セッツ湾植民地の建設によりアメリカの民主主

義の歴史が始まることになるのである。ピュー

リタンは新大陸で母国イギリスの政治、社会体

lMとちがった階級性制度のない自由な社会をつ

くりはじめるのである。国土の広大さ、また豊

かな資源を活用して、 i余々ではあったが、経済

的にも本国イギリスから独立することも可能に

なるのである。ピューリタンは高い道徳性を備

え、勤勉を愛し、労働いとわず、欲望をtrpえ、

よそ者ーを排除し、自分たちのコミュニティーを

形成し、自分たちのユートピアの実現をめざし

た。

しかし、厳絡なピューリタンの統f!jljに従うこ

とは難しいと考えた人々は、マサチューセッツ

湾植民地から出て、南のコネチカットとかロン

グアイランドなどに散っていった。たとえば政

教の分離を唱えたロジャーウィリアムズ

(Roger Williams, 1603-83）は、信f!jlの自由を求

めてロード・アイランドを建設した。また、ウ

ィリアムペン（WilliamPenn, 1644-1718）により

創設されたペンシルベニアにはクヱカーが大；誌

に入植した。また、カトリック教徒が安心して

移民できるようにとヴァージニアの北にメリー

ランドが建設された。このようにヴァージニア

とマサチューセッツの中間に多くの植民地が建

設された。その中心がフィラデルフイアであっ

た。宗教的にもピューリタン以外に多i憾なグル

ープが移民をしてきて、宗教的に厳格な、 H音い

イメージのヒ。ューリタンの影響は｛会々に低下し

ていった。メソジスト、ユニテリアン、カトリ

ック、 ドイツからやって来たルーテル派、メノ

一派と L、った人々がこの中間地帯に多く移民し

てきた。また社会の進歩に従い多様な考え方が

つぎつぎと勃興した。たとえば、ヨーロッパの

啓蒙主義の影響をうけエマソン（RalphWaldo 

Emerson, 1803-82）とか、ソーロー（Henry

David Thoreau, 1817-62）、ホイットマン（Walt

Whitman, 1819-92）らがアメリカ超越主義

(Transcendentalism）の思怨の流れを形成し、

神への接近の子段として臼己の教養を高め、自

然を探求ーしようとした。彼等は楽天的で自分の

1j1にこそ争j1がI白るとf言じた。これは神を小心に

据えたピューリタンのカルヴィニズムと述い、

人間Iド心主義の主張であり、カルヴイニズムの

否定につながっていった。こういったJ考え方は、

キリストの神性を否定し、キリストをただの宗

教的体人とみなしたチャンニング（William

Ellery Channing, 1780 1842）の影響の下にひろ

がったユニテリアンニズム（Unitarianism）の考

え方と合流し、アメリカ人を精神的独立と国民

的自党へと導いていった。

ともあれ、ピコーリタニズは今日のアメリカ

文化を形成している中心的考え方、すなわち民

主主義、人権思怨、宗教の自由、宗教的寛容、

社会契約説など近代化の基礎理念を生み出す基

になったことは忘れてならない事実である。

参考資料

* 1メイフラー契約

In the name of Goel, Amen. We whose names 

are underwritten, the loyal subjects of our dread 

sovereign Lord, King James, by the grace of 

God, of Great Britain, France and Ireland king, 
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defender of the faith, etc., having undertaken, for 

the glory of God, and advancement of the 

Christian faith, and honor of our king and coun-

try, a voyage to plant the first colony in the 

No1ihem parts of Virginia, do by these presents 

solemnly and mutually in the presence of God, 

and one of another, covenant and combine our-

selves together into a civil body politic, for our 

better ordering and preservation and furtherance 

of the ends aforesaid; and by virtue hereof to 

enact, constitute, and frame such just and equal 

laws, ordinances, acts, constitutions, and offices, 

from time to time, as shall be thought most meet 

and convenient for the general good of the 

colony, unto which we promise all due submis-

sion and obedience. 

In witness whereof we have hereunder sub-

scribed our names at Cape-Cod the 11 of 

November, in the year of the reign of our 

sovereign lord, King James, of England, France, 

and Ireland the eighteenth, and Scotland the 

fifty-fourth. Anno Domine 1620. 

和11の栄光のため、キリスト教の信仰の増進の

ため、及ひ。わが国王と祖国の名誉のために、ヴ

ァージニア北部地方における最初の縞民地を創

設せんとして航海を企てたものであるが、ここ

に本証書により、厳粛且つ相互に契約し、神と

各自相互の前で、契約により結合して政治団体

を作り、以ってわれわれの共同の秩序と安全を

保ち進め、且つ上掲の目的の遂行を図ろうとす

る。そして今後これに基づき、植民地一般の幸

福のために最も適当と認めらるところにより、

随時、正義公平な、法律、命令等を発し、憲法

を制定し、また公職を組織すべく、われわれは

すべてこれらに対し、当然の服従をすべきこと

を誓約する。（和訳は、大下尚一著「ピューリ
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タニスザムとアメリカjP74から抜粋）

ネ 2Mayflower Compact Iこ署名した41名の氏名

John Carver, Edward Tilly, DigerγPriest, 

William Bradford, John Tilly, Thomas 

Williams, 

Edward Winslow, Francis Cooke, Gilbert 

Winslow, 

William Brewster, Thomas Rogers, Edmund 

Margeson, 

Isaac Allerton, Thomas Tinker, Peter Brown, 

Miles Standish, John Ridgdale, Richards 

Britteridge, 

John Alden, Edward Fuller, George Soule, 

Samuel Fuller, JohnTumer, Richard Clarke, 

Christopher Martin, Francis Eaton, Richard 

Gardiner 

William Mullins, James Chilton, John Allerton, 

William White, John Crackstone, Thomas 

English, 

Richard Warren, John Billington, Edward 

Doten, 

John Howland, Moses Fletcher, Edward 

Leister, 

Stephen Hopkins, John Goodman 
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